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(54)【発明の名称】 液晶表示装置の駆動方法及びその方法を使用する携帯機器

(57)【要約】
【課題】  低消費電力化を図り得る液晶表示装置の駆動
方法を提供する。
【解決手段】  容量性負荷特性を持ついずれかの画素へ
の１画素選択期間中にソースドライバからデータ信号を
出力する。１画素選択期間中において、ソースドライバ
出力期間Ｔ３とソースドライバ非出力期間Ｔ１・Ｔ２と
の両方が存在している。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】容量性負荷特性を持ついずれかの画素への
１画素選択期間中にソースドライバからデータ信号を出
力する液晶表示装置の駆動方法において、
上記１画素選択期間中において、ソースドライバからの
データ信号が出力される期間と出力されない期間との両
方が存在していることを特徴とする液晶表示装置の駆動
方法。
【請求項２】ソースドライバからのデータ信号出力は、
１画素選択期間における少なくとも後半に出力されるこ
とを特徴とする請求項１記載の液晶表示装置の駆動方
法。
【請求項３】ソースドライバからのデータ信号出力終了
点と１画素選択期間の終了点との時間差が１画素選択期
間の０％よりも大きくかつ２０％以下であることを特徴
とする請求項２記載の液晶表示装置の駆動方法。
【請求項４】ソースドライバからのデータ信号は、１画
素選択期間中において少なくとも２つ以上に分割して出
力されることを特徴とする請求項１記載の液晶表示装置
の駆動方法。
【請求項５】１画素選択期間中におけるソースドライバ
からのデータ信号は、最初の第１のデータ信号出力期間
と、最後の第２のデータ信号出力期間との少なくとも２
つの期間に分割される一方、
上記第１のデータ信号出力期間は１画素選択期間中にお
ける前半に存在する一方、上記第２のデータ信号出力期
間は１画素選択期間中における後半に存在することを特
徴とする請求項４記載の液晶表示装置の駆動方法。
【請求項６】最初の第１のデータ信号出力期間の開始点
と１画素選択期間の開始点との時間差が１画素選択期間
の２０％以内であるとともに、
最後の第２のデータ信号出力期間の終了点と１画素選択
期間の終了点との時間差が１画素選択期間の２０％以内
であることを特徴とする請求項４又は５記載の液晶表示
装置の駆動方法。
【請求項７】１画素選択期間であることを示す走査信号
が供給されるゲートバスライン及び画素の対向電極とソ
ースバスラインとの間で形成する電気容量は、１つの画
素が対向電極との間で形成する電気容量の２０倍以上と
なっていることを特徴とする請求項１記載の液晶表示装
置の駆動方法。
【請求項８】ソースドライバからデータ信号の出力は、
アクティブ素子を介して画素に出力されることを特徴と
する請求項１記載の液晶表示装置の駆動方法。
【請求項９】アクティブ素子は薄膜トランジスタである
ことを特徴とする請求項８記載の液晶表示装置の駆動方
法。
【請求項１０】請求項１ないし９のいずれか１項に記載
の液晶表示装置の駆動方法を使用することを特徴とする
携帯機器。
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【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】本発明は、容量性負荷特性を
持ついずれかの画素への１画素選択期間中にソースドラ
イバからデータ信号を出力する液晶表示装置の駆動方法
及びその方法を使用する携帯機器に関するものである。
【０００２】
【従来の技術】近年、カラー表示できる液晶表示装置は
低消費電力や携帯性の利便性から開発が盛んになってい
る。
【０００３】一般に、液晶表示装置においては、システ
ムではバックライトが多くの電力を消費しているととも
にモジュールではソースドライバが多くの電力を消費し
ている。
【０００４】前者については、バックライト無しの反射
型カラー液晶が登場し、低消費電力化を図っている。
【０００５】一方、後者については、液晶画素における
選択期間外でソースドライバをハイインピーダンス状態
にし電流量を少なくすることによって電力供給を節約し
ていた。
【０００６】例えば、特開平２－２１０４９２号公報に
開示された液晶表示駆動装置では、液晶駆動用電源を高
インピーダンス状態つまりスタンバイ状態にして消費電
力低減を行っている。
【０００７】上記の液晶駆動用電源とは、例えば信号線
を駆動するドライバのことであり、出力をハイインピー
ダンスにしてドライバと液晶パネルとを電気的に絶縁状
態にすることによって低消費電力化を図っているもので
ある。
【０００８】
【発明が解決しようとする課題】しかしながら、上記従
来の液晶表示装置の駆動方法では、低消費電力化という
点で、液晶画素における実際の信号書き込み時間外でソ
ースドライバをハイインピーダンス状態にし電流量を少
なくする施策のみでは未だ充分では無いという問題点を
有している。
【０００９】このことは、携帯電話、ＰＤＡ(Personal 
Digital Assistants) 及びノートパソコン等の機器は、
１回充電してもその使用可能な時間が限られており、電
池切れや充電による使用中断が見受けられることから、
さらなる低消費電力化が求められているものである。
【００１０】本発明は、上記従来の問題点に鑑みなされ
たものであって、その目的は、低消費電力化を図ること
ができ、又は表示品質を確保して低消費電力化を図り得
る液晶表示装置の駆動方法及びその方法を使用する携帯
機器を提供することにある。
【００１１】
【課題を解決するための手段】本発明の液晶表示装置の
駆動方法は、上記課題を解決するために、容量性負荷特
性を持ついずれかの画素への１画素選択期間中にソース
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ドライバからデータ信号を出力する液晶表示装置の駆動
方法において、上記１画素選択期間中において、ソース
ドライバからのデータ信号が出力される期間と出力され
ない期間との両方が存在していることを特徴としてい
る。
【００１２】上記の発明によれば、容量性負荷特性を持
ついずれかの画素への１画素選択期間中にソースドライ
バからデータ信号が出力される。
【００１３】そして、１画素選択期間中において、ソー
スドライバからのデータ信号が出力される期間と出力さ
れない期間との両方が存在している。
【００１４】このため、１画素選択期間中の一部の期間
について、ソースドライバをハイインピーダンスにする
ことによって、トータルのソースドライバ動作時間を低
減することになり、ソースドライバの消費電力を低減す
ることができる。
【００１５】したがって、低消費電力化を図り得る液晶
表示装置の駆動方法を提供することができる。
【００１６】本発明の液晶表示装置の駆動方法は、上記
課題を解決するために、上記記載の液晶表示装置の駆動
方法において、ソースドライバからのデータ信号出力
は、１画素選択期間における少なくとも後半に出力され
ることを特徴としている。
【００１７】上記の発明によれば、ソースドライバから
のデータ信号出力は、１画素選択期間における少なくと
も後半に出力される。
【００１８】このため、ソースドライバからのデータ信
号出力後のソースドライバ非出力期間を短くして、画素
への印加電圧の低下を防止することができ、かつ表示品
質を確保することができる。
【００１９】本発明の液晶表示装置の駆動方法は、上記
課題を解決するために、上記記載の液晶表示装置の駆動
方法において、ソースドライバからのデータ信号出力終
了点と１画素選択期間の終了点との時間差が１画素選択
期間の０％よりも大きくかつ２０％以下であることを特
徴としている。
【００２０】上記の発明よれば、ソースドライバからの
データ信号出力終了点と１画素選択期間の終了点との時
間差が１画素選択期間の０％よりも大きくかつ２０％以
下である。
【００２１】これにより、表示品質を確実に確保して低
消費電力化を図ることができる。
【００２２】本発明の液晶表示装置の駆動方法は、上記
課題を解決するために、上記記載の液晶表示装置の駆動
方法において、ソースドライバからのデータ信号は、１
画素選択期間中において少なくとも２つ以上に分割して
出力されることを特徴としている。
【００２３】上記の発明によれば、ソースドライバから
のデータ信号は、１画素選択期間中において少なくとも
２つ以上に分割して出力される。
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【００２４】これにより、最初のソースドライバ出力期
間がプリチャージとしての効果があるため、画素への充
電を補助するとともに、高速応答化も図ることができ
る。
【００２５】本発明の液晶表示装置の駆動方法は、上記
課題を解決するために、上記記載の液晶表示装置の駆動
方法において、１画素選択期間中におけるソースドライ
バからのデータ信号は、最初の第１のデータ信号出力期
間と、最後の第２のデータ信号出力期間との少なくとも
２つの期間に分割される一方、上記第１のデータ信号出
力期間は１画素選択期間中における前半に存在する一
方、上記第２のデータ信号出力期間は１画素選択期間中
における後半に存在することを特徴としている。
【００２６】上記の発明によれば、１画素選択期間中に
おけるソースドライバからのデータ信号は、最初の第１
のデータ信号出力期間と、最後の第２のデータ信号出力
期間との少なくとも２つの期間に分割される一方、上記
第１のデータ信号出力期間は１画素選択期間中における
前半に存在する一方、上記第２のデータ信号出力期間は
１画素選択期間中における後半に存在する。
【００２７】すなわち、第１のデータ信号出力期間の開
始点と１画素選択期間の開始点との間のソースドライバ
非出力期間は、なるべく早く画素に書き込む必要がある
ため、できるだけ小さい方が良い。この点、第１のデー
タ信号出力期間は１画素選択期間中における前半に存在
することによって、この必要性を満たすことができる。
【００２８】また、第２のデータ信号出力期間の終了点
と１画素選択期間の終了点との間のソースドライバ非出
力期間は、前述したように、画素への印加電圧が低下す
るためできるだけ小さい方が良い。この点、第２のデー
タ信号出力期間は１画素選択期間中における後半に存在
することによって、この必要性を満たすことができ、表
示品質を確保することができる。
【００２９】本発明の液晶表示装置の駆動方法は、上記
課題を解決するために、上記記載の液晶表示装置の駆動
方法において、最初の第１のデータ信号出力期間の開始
点と１画素選択期間の開始点との時間差が１画素選択期
間の２０％以内であるとともに、最後の第２のデータ信
号出力期間の終了点と１画素選択期間の終了点との時間
差が１画素選択期間の２０％以内であることを特徴とし
ている。
【００３０】上記の発明によれば、最初の第１のデータ
信号出力期間の開始点と１画素選択期間の開始点との時
間差が１画素選択期間の２０％以内であるとともに、最
後の第２のデータ信号出力期間の終了点と１画素選択期
間の終了点との時間差が１画素選択期間の２０％以内で
ある。
【００３１】これによって、確実に、表示品質を確保し
て低消費電力化を図ることができる。
【００３２】本発明の液晶表示装置の駆動方法は、上記
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5
課題を解決するために、上記記載の液晶表示装置の駆動
方法において、１画素選択期間であることを示す走査信
号が供給されるゲートバスライン及び画素の対向電極と
ソースバスラインとの間で形成する電気容量は、１つの
画素が対向電極との間で形成する電気容量の２０倍以上
となっていることを特徴としている。
【００３３】上記の発明によれば、１画素選択期間であ
ることを示す走査信号が供給されるゲートバスライン及
び画素の対向電極とソースバスラインとの間で形成する
電気容量は、１つの画素が対向電極との間で形成する電
気容量の２０倍以上となっている。
【００３４】これにより、ソースドライバ非出力期間に
放電される電荷を補うことができ、表示品質の確保及び
低消費電力化を図ることができる。
【００３５】本発明の液晶表示装置の駆動方法は、上記
課題を解決するために、上記記載の液晶表示装置の駆動
方法において、ソースドライバからデータ信号の出力
は、アクティブ素子を介して画素に出力されることを特
徴としている。
【００３６】上記の発明によれば、ソースドライバから
データ信号の出力は、アクティブ素子を介して画素に出
力される。
【００３７】このため、アクティブ素子を採用する液晶
表示装置に対して低消費電力化を図ることができる。
【００３８】本発明の液晶表示装置の駆動方法は、上記
課題を解決するために、上記記載の液晶表示装置の駆動
方法において、アクティブ素子は薄膜トランジスタであ
ることを特徴としている。
【００３９】上記の発明によれば、アクティブ素子は薄
膜トランジスタである。
【００４０】このため、アクティブ素子が薄膜トランジ
スタであるとすることによって、汎用性の高い液晶表示
装置の駆動方法において、低消費電力化を図ることがで
きる。
【００４１】本発明の携帯機器は、上記課題を解決する
ために、上記請求項１ないし９のいずれか１項に記載の
液晶表示装置の駆動方法を使用することを特徴としてい
る。
【００４２】上記の発明によれば、例えば携帯電話等の
携帯機器は、上記請求項１ないし９のいずれか１項に記
載の液晶表示装置の駆動方法を使用する。
【００４３】このため、低消費電力化を図ることがで
き、又は表示品質を確保して低消費電力化を図り得る携
帯電話等の携帯機器を提供することができる。
【００４４】
【発明の実施の形態】〔実施の形態１〕本発明の実施の
一形態について図１ないし図４に基づいて説明すれば、
以下の通りである。なお、本実施の形態のアクティブマ
トリクス型の液晶表示装置は、例えば、携帯電話、ＰＤ
Ａ(Personal Digital Assistants) 及びノートパソコン
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等の携帯機器において、好適に用いられるものである。
【００４５】本実施の形態のアクティブマトリクス型の
液晶表示装置は、図２に示すように、液晶パネル１に対
してデータ信号を入力するデータ信号用ドライバとして
のソースドライバ３と、１画素選択期間における走査信
号を入力する走査信号用ドライバとしてのゲートドライ
バ４と、これらソースドライバ３及びゲートドライバ４
を制御するコントローラ５とから構成されている。
【００４６】上記液晶パネル１は、ガラス基板１１と、
このガラス基板１１上に設けられる格子状に配列された
データ信号を供給するソースバスライン６…及び走査信
号を供給するゲートバスライン７…と、各格子点毎に設
けられたスイッチング素子である薄膜トランジスタ（以
下、「ＴＦＴ：Thin Film Transistor」と称する。)１
２…と、図３にも示すように、ＴＦＴ１２…を介して上
記ソースバスライン６…に接続される画素電極１３…
と、この画素電極１３…に対して後述する液晶層１８…
を介して対向するコモン電極８が設けられている。
【００４７】上記画素電極１３は、図４に示すように、
本実施の形態では、ゲートバスライン７及びソースバス
ライン６やＴＦＴ１２の上層に設けられる層間絶縁膜１
４を介して設けられている一方、この画素電極１３とＴ
ＦＴ１２とは、画素電極１３がコンタクトホール１３ａ
にてＴＦＴ１２のドレイン電極である接続電極１５に接
触することにより接続されている。
【００４８】上記コンタクトホール１３ａの下部におい
ては、電荷蓄積容量１４が上記接続電極１５と電荷蓄積
容量電極（以下、「Ｃｓ電極」と称する。）１６との重
畳領域によって形成されており、両者に挟まれたゲート
絶縁膜１７が電荷蓄積容量１４の誘電体層として作用す
る構造になっている。
【００４９】また、ＴＦＴ１２…のソース及びドレイン
は、各々ソースバスライン６…と接続電極１５とに接続
されている。
【００５０】さらに、上記の画素電極１３の上側には液
晶層１８が設けられ、その上にはコモン電極８を介して
ガラス基板１９が設けられている。
【００５１】上記の液晶表示装置における駆動方法につ
いて説明する。
【００５２】上記の液晶表示装置においては、図２に示
すように、各ソースドライバ３及びゲートドライバ４か
ら出力された信号がソースバスライン６…及びゲートバ
スライン７…を通りＴＦＴ１２…に入力される。
【００５３】そして、上記ゲートドライバ４からの走査
信号にて選択された１画素選択期間に対してＴＦＴ１２
…がＯＮ状態となり、これによって、ソースドライバ３
からデータ信号電圧が液晶層１８…に印加される。ま
た、この液晶層１８…には、対向電極としてのコモン電
極８…から対向電圧が印加されている。
【００５４】上記構成の液晶表示装置において、パワー
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7
セーブモードが装備されているソースドライバ３では、
任意のタイミングでソースドライバＩＣ（Integrated C
ircuit) の出力回路の出力がハイインピーダンスにな
り、ソースバスライン６…はフローティングの状態にな
るように設定されている。このように、出力回路の出力
がハイインピーダンスにすると、出力回路部分での消費
電流が減少し、低消費電力化が図れる。
【００５５】この結果、ゲートバスライン７…の電圧変
化は、図１（ａ）に示すように、画素選択期間におい
て、任意の画素についてデータ信号が入力できるように
一定期間高電圧状態になっている。
【００５６】この１画素選択期間中に、図１（ｂ）に示
すように、前記ソースドライバ３から出力されたデータ
信号を前記ＴＦＴ１２…を介して液晶層１８に入力す
る。
【００５７】ここで、本実施の形態では、このソースド
ライバ３からのデータ信号の出力については、１画素選
択期間中において、ソースドライバ３からのデータ信号
が出力される期間であるソースドライバ出力期間Ｔ３と
出力されない期間であるソースドライバ非出力期間Ｔ１
・Ｔ２との両方が存在するようにしている。
【００５８】ところで、１画素選択期間中において、こ
のようにソースドライバ３からの出力期間を短くする
と、逆にドレイン電極への充電が悪くなることが懸念さ
れる。
【００５９】これに対して、ソースバスライン６…の電
圧変化は、図１（ｃ）に示すように、画素への充電は目
標電圧である１０Ｖを確保することができることを確認
した。
【００６０】また、上記条件における液晶表示装置の表
示品質について、後述する実施例に示すように、実験的
検討を行ったところ、１画素選択期間中においてソース
ドライバ３の出力期間が６０％以上とした場合におい
て、明るさ及びコントラストが良好であることが判明し
た。
【００６１】この結果、ソースドライバ３の出力が約４
０％減少し、低消費電力化を図ることが可能となった。
【００６２】また、本実施の形態では、上記の実施例１
の結果により、ソースドライバ３からのデータ信号出力
終了点と１画素選択期間の終了点との時間差が１画素選
択期間の０％よりも大きくかつ２０％以下にすれば、明
るさ及びコントラストが良好であり、かつ低消費電力化
を図ることが確認できた。
【００６３】すなわち、図１（ａ）（ｂ）（ｃ）に示す
ように、例えば、画素選択期間７０μ秒の内の最初の１
４μ秒（ソースドライバ非出力期間Ｔ１）と最後の１４
μ秒（ソースドライバ非出力期間Ｔ２）との期間は、ソ
ースドライバ３の出力をハイインピーダンス状態にし、
ソースドライバ３からの信号出力を行わないようにす
る。
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【００６４】そして、画素選択期間７０μ秒における上
記最初の１４μ秒（ソースドライバ非出力期間Ｔ１）と
最後の１４μ秒（ソースドライバ非出力期間Ｔ２）の期
間との間の期間（ソースドライバ出力期間Ｔ３）中だけ
ソースドライバ３からの出力を行い、画素へのデータ信
号入力を行っている。
【００６５】これによって、明るさ及びコントラストが
良好であり、低消費電力化を図ることが確認できた。
【００６６】なお、この方法は駆動のゲートドライバ出
力信号の周期に対応する周波数をＴＶ信号の場合の６０
ヘルツにこだわることなく、変化させても効果的である
ことが確認されている。
【００６７】また、液晶パネル１が高精細化され、ライ
ン数が多くなっても使用に問題は無い。
【００６８】また、本実施の形態では、ＴＦＴ１２…を
備えた液晶表示装置についてのみ記載したが、必ずしも
これに限らず、他のアクティブ素子にも応用可能であ
る。
【００６９】さらに、アクティブ素子の無い単純マトリ
クス駆動においても同様の低消費電力化を行うことがで
きる。
【００７０】このように、本実施の形態の液晶表示装置
では、容量性負荷特性を持ついずれかの画素への１画素
選択期間中にソースドライバ３からデータ信号が出力さ
れる。
【００７１】そして、１画素選択期間中において、ソー
スドライバ３からのデータ信号が出力される期間と出力
されない期間との両方が存在している。
【００７２】このため、１画素選択期間中の一部の期間
について、ソースドライバ３をハイインピーダンスにす
ることによって、トータルのソースドライバ動作時間を
低減することになり、ソースドライバ３の消費電力を低
減することができる。
【００７３】したがって、低消費電力化を図り得る液晶
表示装置の駆動方法を提供することができる。
【００７４】また、本実施の形態の液晶表示装置の駆動
方法では、ソースドライバ３からのデータ信号出力終了
点と１画素選択期間の終了点との時間差が１画素選択期
間の０％よりも大きくかつ２０％以下である。
【００７５】これにより、表示品質を確実に確保して低
消費電力化を図ることができる。
【００７６】また、本実施の形態の液晶表示装置の駆動
方法では、ソースドライバ３からのデータ信号の出力
は、アクティブ素子を介して画素に出力される。
【００７７】このため、アクティブ素子を採用する液晶
表示装置に対して低消費電力化を図ることができる。
【００７８】また、本実施の形態の液晶表示装置の駆動
方法では、アクティブ素子はＴＦＴ１２…となってい
る。
【００７９】このため、アクティブ素子がＴＦＴ１２…
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9
であるとすることによって、汎用性の高い液晶表示装置
の駆動方法において、低消費電力化を図ることができ
る。
【００８０】また、本実施の形態の例えば携帯電話等の
携帯機器は、上述した液晶表示装置の駆動方法や後述す
る実施の形態２ないし４に記載の液晶表示装置の駆動方
法を使用する。
【００８１】このため、低消費電力化を図ることがで
き、又は表示品質を確保して低消費電力化を図り得る携
帯電話等の携帯機器を提供することができる。
【００８２】なお、本実施の形態においては、上述した
ように、１画素選択期間中において、ソースドライバ３
からのデータ信号が出力される期間と出力されない期間
との両方が存在しているが、実際の１画素選択期間の概
念は、以下のようになっている。
【００８３】すなわち、マトリクス型の液晶表示装置に
おいては、ゲートドライバ４の出力信号は、図２におい
て、ゲートドライバ４側（同図の左端側）のゲートバス
ライン７…上の波形と、ゲートドライバ４とは反対側
（同図の右端側）でのゲートバスライン７…上の波形と
は異なる。これは、ゲートバスライン７…が抵抗と容量
成分とを分布定数的に持っているためである。
【００８４】したがって、同図に示すゲートバスライン
７…の左端側ではゲートドライバ４の出力信号は図１に
示す波形となるが、同図に示すゲートバスライン７…の
右端側になるに伴ってゲートドライバ４の出力信号はそ
の波形が前記抵抗と容量成分との影響によって鈍る。し
たがって、左端側よりも右端側の方が１画素選択期間が
遅れる。
【００８５】このため、図２に示す左端のゲートドライ
バ４の出力信号にのみ合わせたタイミングにてソースド
ライバ出力をコントロールすると、図２に示す右端で
は、所望の表示品質が得られない場合がある。
【００８６】よって、実際の設計では、ソースドライバ
出力期間Ｔ３が左端側の１画素選択期間の終点を越え、
ある程度（ゲートバスライン７…の時定数を考慮した
値）まで、延びるように設計する。つまり、１画素選択
期間の終点を越えてソースドライバ３が出力している場
合もある。
【００８７】以上のように、１画素選択期間の概念は、
ゲートバスライン７…のいずれかのポイントで、その画
素を実際に選択している期間であり、ゲートバスライン
７…上で微妙にずれている。
【００８８】〔実施の形態２〕本発明の他の実施の形態
について図５に基づいて説明すれば、以下の通りであ
る。なお、説明の便宜上、前記の実施の形態１の図面に
示した部材と同一の機能を有する部材については、同一
の符号を付し、その説明を省略する。また、前記実施の
形態１の各種の特徴点については、本実施の形態につい
ても組み合わせて適用し得るものとする。
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【００８９】前記実施の形態１において、１画素選択期
間中において、ソースドライバ３からのデータ信号が出
力される期間であるソースドライバ出力期間Ｔ３と出力
されない期間であるソースドライバ非出力期間Ｔ１・Ｔ
２との両方が存在するようにして良いことを説明した。
【００９０】本実施の形態では、前記実施の形態１の結
果を踏まえて、それでは、ソースドライバ出力期間Ｔ３
は、１画素選択期間中において、どのように印加すれば
良いかについて述べる。
【００９１】結論的に、本実施の形態においては、図５
（ａ）（ｂ）（ｃ）に示すように、上記ソースドライバ
出力期間Ｔ３は、１画素選択期間における少なくとも後
半となっている。
【００９２】すなわち、図５（ｂ）に示すように、ソー
スドライバ出力期間Ｔ３の後のソースドライバ非出力期
間Ｔ２においては、図５（ｃ）に示すように、ドレイン
電圧が低下する。したがって、このドレイン電圧の低下
期間が少しでも短い方が良い。
【００９３】このことから、理論的に、ソースドライバ
３のソースドライバ出力が１画素選択期間中においてな
るべく後ろ側にある方が良いことが分かる。
【００９４】なお、上記のドレイン電圧が低下する理由
は、ソースドライバ出力が終了してから１画素選択期間
終了までの間に画素電荷が放電されるためであり、その
時間の大小が画素電荷保持能力に依存していることを示
すものである。
【００９５】上記のことから、本実施の形態において
は、ソースドライバ３のソースドライバ出力が１画素選
択期間中において少なくとも後半に出力するものとなっ
ている。
【００９６】このことを、確認するために、後述する実
施例２に示すように、ソースドライバ出力終了点と１画
素選択期間の終了点との時間差とコントラストとの関係
について、実験的検討を行ったところ、１画素選択期間
内の終点側を非出力期間としても良いことがわかり、上
記のことが確認できた。
【００９７】このように、本実施の形態の液晶表示装置
の駆動方法では、ソースドライバ３からのデータ信号出
力は、１画素選択期間における少なくとも後半に出力さ
れる。
【００９８】このため、ソースドライバ出力期間Ｔ３経
過後のソースドライバ非出力期間Ｔ２を短くして、画素
への印加電圧の低下を防止することができ、かつ表示品
質を確保することができる。
【００９９】〔実施の形態３〕本発明の他の実施の形態
について図６及び図７に基づいて説明すれば、以下の通
りである。なお、説明の便宜上、前記の実施の形態１及
び実施の形態２の図面に示した部材と同一の機能を有す
る部材については、同一の符号を付し、その説明を省略
する。また、前記実施の形態１及び実施の形態２の各種
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11
の特徴点については、本実施の形態についても組み合わ
せて適用し得るものとする。
【０１００】前記実施の形態１及び実施の形態２におい
ては、１画素選択期間中に１期間しかデータ入力を行わ
なかったが、本実施の形態では、データ入力を複数に分
割しすることについて検討した。
【０１０１】すなわち、本実施の形態においては、図６
（ａ）（ｂ）（ｃ）に示すように、１画素選択期間中に
おいて、ソースドライバ出力を２つに分割して入力す
る。
【０１０２】なお、上記においては、ソースドライバ出
力を２つに分割したが、必ずしもこれに限らず、より多
くの複数に分割することも可能である。
【０１０３】具体的には、同図（ｂ）に示すように、１
画素選択期間中におけるソースドライバ３からのデータ
信号は、最初の第１のデータ信号出力期間ｔ１と、最後
の第２のデータ信号出力期間ｔ２との少なくとも２つの
期間に分割される。また、第１のデータ信号出力期間ｔ
１は１画素選択期間中における前半に存在する一方、第
２のデータ信号出力期間ｔ２は１画素選択期間中におけ
る後半に存在するようにしている。
【０１０４】なお、上記の各第１のデータ信号出力期間
ｔ１及び第２のデータ信号出力期間ｔ２に印加するソー
スドライバ出力は、同じ電圧とする。
【０１０５】このように、１画素選択期間中の後半にお
ける最後のタイミングで前記液晶層１８にデータを書き
込み、次に、１画素選択期間中の前半におけるタイミン
グで書き込むことによって、次回書き込みまでの間隔が
最小にできることから効果的である。
【０１０６】また、上記最初の第１のデータ信号出力期
間ｔ１は、画素に対してのプリチャージ効果があるの
で、画素への充電を補助するとともに、高速応答化も図
ることができる。
【０１０７】すなわち、第１のデータ信号出力期間ｔ１
にて画素が充電されて電荷により液晶容量が変化し、そ
の後、その液晶容量が変化した液晶層１８を含む画素に
第２のデータ信号出力期間ｔ２にて再充電することによ
って、第１のデータ信号出力期間ｔ１＋ソースドライバ
非出力期間ｔ３＋第２のデータ信号出力期間ｔ２全てに
印加する場合と同様の応答速度を得ることができる。こ
れによって、ソースドライバ非出力期間ｔ３について画
素への印加をしない本実施の形態の液晶表示装置の駆動
方法においても、通常と同等な応答速度を得ることがで
きるものとなっている。
【０１０８】また、単純に第１のデータ信号出力期間ｔ
１＋第２のデータ信号出力期間ｔ２というように連続し
た場合よりもソースドライバ非出力期間ｔ３を設けた方
が、その期間で液晶層１８も変化し、その変化後改めて
第２のデータ信号出力期間ｔ２にて印加することにより
応答速度が早くなる。
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【０１０９】ここで、同図（ｂ）に示す第２のデータ信
号出力期間ｔ２の終了点と１画素選択期間の終了点との
間のソースドライバ非出力期間ｔ５は、前記実施の形態
２で述べた理由により、少しでも短い方が良い。
【０１１０】一方、同図（ｂ）に示す第１のデータ信号
出力期間ｔ１の開始点と１画素選択期間の開始点との間
のソースドライバ非出力期間ｔ４は、なるべく早く画素
に書き込む必要があるので、できるだけ小さい方が良
い。
【０１１１】本実施の形態においては、このことを確認
するために、後述する実施例３に示す実験的検討を行っ
た。すなわち、実施例３における実験では、１画素選択
期間中におけるソースドライバ３からのデータ信号出力
時間のタイミングを変えて、コントラスト評価を行っ
た。
【０１１２】その結果、第１のデータ信号出力期間ｔ１
は、より１画素選択期間中の開始点に近く、かつ第２の
データ信号出力期間ｔ２は、より１画素選択期間中の終
了点に近い方が良好であることが分かった。
【０１１３】さらに、具体的には、最初の第１のデータ
信号出力期間ｔ１の開始点と１画素選択期間の開始点と
の時間差が１画素選択期間の２０％以内であるととも
に、最後の第２のデータ信号出力期間ｔ２の終了点と１
画素選択期間の終了点との時間差が１画素選択期間の２
０％以内とすれば良いことを確認した。
【０１１４】これによって、明るさ及びコントラストが
良好であり、低消費電力化を図る得ることが確認でき
た。
【０１１５】一例として、例えば、図７（ａ）（ｂ）
（ｃ）に示すように、１画素選択期間７０μ秒中の最初
の１５μ秒（第１のデータ信号出力期間ｔ１）と最後の
１５μ秒（第２のデータ信号出力期間ｔ２）の期間中だ
けソースドライバ３から信号出力を行い、ＴＦＴ１２を
介して画素へのデータ信号入力を行う。
【０１１６】なお、１画素選択期間中における第１のデ
ータ信号出力期間ｔ１と第２のデータ信号出力期間ｔ２
との間におけるソースドライバ非出力期間ｔ３について
は、ソースドライバ３の出力をハイインピーダンス状態
にし、ソースドライバ３ソースドライバからの信号出力
及び画素へのデータ信号入力を行わない。
【０１１７】上記の例においては、特に、１画素選択期
間の開始点からの最初と、１画素選択期間の終了点まで
の最後にソースドライバ３からの信号出力を行っている
が、このように、１画素選択期間中の最後のタイミング
で前記液晶層１８にデータを書き込み、次に、１画素選
択期間中の最初のタイミングで書き込むことによって、
次回書き込みまでの間隔が最小にできることから、より
効果的である。
【０１１８】これによって、明るさ及びコントラストが
良好であり、低消費電力化を図ることが可能となる。
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【０１１９】なお、この方法は駆動のゲートドライバ出
力信号の周期に対応する周波数をＴＶ信号の場合の６０
ヘルツにこだわることなく、変化させても効果的である
ことが確認されている。
【０１２０】また、液晶パネル１が高精細化され、ライ
ン数が多くなっても使用に問題は無い。
【０１２１】また、本実施の形態では、ＴＦＴ１２…を
備えた液晶表示装置についてのみ記載したが、必ずしも
これに限らず、他のアクティブ素子にも応用可能であ
る。
【０１２２】さらに、アクティブ素子の無い単純マトリ
クス駆動においても同様の低消費電力化を行うことがで
きる。
【０１２３】このように、本実施の形態の液晶表示装置
では、ソースドライバ３からのデータ信号は、１画素選
択期間中において少なくとも２つ以上に分割して出力さ
れる。
【０１２４】なお、これら分割されたソースドライバ３
からの各データ信号は、いずれも同じ大きさの印加電圧
である。したがって、本実施の形態では、ソースドライ
バ３の最大又は最小出力電圧を印加するプリチャージや
ディスチャージとは異なり、該タイミングにおける消費
電流の増加が低いものとなる。
【０１２５】また、最初の第１のデータ信号出力期間ｔ
１がプリチャージとしての効果があるため、画素への充
電を補助するとともに、高速応答化も図ることができ
る。
【０１２６】また、本実施の形態の液晶表示装置の駆動
方法では、１画素選択期間中におけるソースドライバ３
からのデータ信号は、最初の第１のデータ信号出力期間
ｔ１と、最後の第２のデータ信号出力期間ｔ２との少な
くとも２つの期間に分割される一方、第１のデータ信号
出力期間ｔ１は１画素選択期間中における前半に存在す
る一方、第２のデータ信号出力期間ｔ２は１画素選択期
間中における後半に存在する。
【０１２７】すなわち、第１のデータ信号出力期間ｔ１
の開始点と１画素選択期間の開始点との間のソースドラ
イバ出力期間ｔ４は、なるべく早く画素に書き込む必要
があるため、できるだけ小さい方が良い。この点、第１
のデータ信号出力期間ｔ１は１画素選択期間中における
前半に存在することによって、この必要性を満たすこと
ができる。
【０１２８】また、第２のデータ信号出力期間の終了点
と１画素選択期間の終了点との間のソースドライバ非出
力期間ｔ５は、前述したように、画素への印加電圧が低
下するのでできるだけ小さい方が良い。この点、第２の
データ信号出力期間ｔ２は１画素選択期間中における後
半に存在することによって、この必要性を満たすことが
でき、表示品質を確保することができる。
【０１２９】また、本実施の形態の液晶表示装置の駆動
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方法では、最初の第１のデータ信号出力期間ｔ１の開始
点と１画素選択期間の開始点との時間差が１画素選択期
間の２０％以内であるとともに、最後の第２のデータ信
号出力期間ｔ２の終了点と１画素選択期間の終了点との
時間差が１画素選択期間の２０％以内である。
【０１３０】これによって、確実に、表示品質を確保し
て低消費電力化を図ることができる。
【０１３１】〔実施の形態４〕本発明の他の実施の形態
について図８に基づいて説明すれば、以下の通りであ
る。なお、説明の便宜上、前記の実施の形態１～３の図
面に示した部材と同一の機能を有する部材については、
同一の符号を付し、その説明を省略する。また、前記実
施の形態１～３の各種の特徴点については、本実施の形
態についても組み合わせて適用し得るものとする。
【０１３２】本実施の形態では、図８に示すように、ソ
ースバスライン６…が、前記ゲートバスライン７…及び
対向電極であるコモン電極８との間で形成する第１の電
気容量（ＣＳＣ）４１と、１つの画素が対向電極である
コモン電極８との間で形成する第２の電気容量（ＣＬＣ
＋ＣＳ）４２との関係を知ることについて、実施例４に
示す実験的検討を行った。
【０１３３】その結果、コントラストの低下により表示
品位が低下するのは、容量比が２０倍を下回った時であ
ることが分かった。
【０１３４】これより、容量比が２０倍を超える時、１
画素選択期間内に、ソースバスライン６…からデータ信
号が出力される期間と出力されない期間との両方が存在
していても良好なコントラスト及び表示品位にて表示す
ることができることが分かった。
【０１３５】すなわち、この理由は、ソースドライバ出
力期間Ｔ３並びに第１のデータ信号出力期間ｔ１及び第
２のデータ信号出力期間ｔ２において、第２の電気容量
（ＣＬＣ＋ＣＳ）４２のみならず第１の電気容量（ＣＳ
Ｃ）４１も同時に充電するため、ソースドライバ非出力
期間Ｔ１・Ｔ２及びソースドライバ非出力期間ｔ３・ｔ
４・ｔ５においては、第１の電気容量（ＣＳＣ）４１が
第２の電気容量（ＣＬＣ＋ＣＳ）４２から放電される電
荷を補う働きをするためであり、この容量比が２０倍を
下回った時には、上記の効果が期待できなくなるためで
ある。
【０１３６】ただし、この場合には、特に、ソースドラ
イバ出力期間Ｔ３並びに第１のデータ信号出力期間ｔ１
及び第２のデータ信号出力期間ｔ２における１画素選択
期間中の割合については問題としない。
【０１３７】なお、本実施の形態においても、この方法
は、駆動のゲートドライバ出力信号の周期に対応する周
波数をＴＶ信号の場合の６０ヘルツにこだわることな
く、変化させても効果的であることが確認されている。
【０１３８】また、液晶パネル１が高精細化され、ライ
ン数が多くなっても使用に問題は無い。
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【０１３９】さらに、本実施の形態では、ＴＦＴ１２…
を備えた液晶表示装置についてのみ記載したが、必ずし
もこれに限らず、他のアクティブ素子にも応用可能であ
る。
【０１４０】このように、本実施の形態の液晶表示装置
の駆動方法では、１画素選択期間であることを示す走査
信号が供給されるゲートバスライン７…及び画素のコモ
ン電極８とソースバスライン６…との間で形成する第１
の電気容量（ＣＳＣ）４１は、１つの画素がコモン電極
８との間で形成する第２の電気容量（ＣＬＣ＋ＣＳ）４
２の２０倍以上となっている。
【０１４１】これにより、ソースドライバ非出力期間に
放電される電荷を補うことができ、表示品質の確保及び
低消費電力化を図ることができる。
【０１４２】
【実施例】〔実施例１〕本実施例１においては、１画素
選択期間中において、どれくらいの期間、ソースドライ
バ３のデータ信号を出力すれば良いか、換言すれば、１
画素選択期間中においてどれくらいソースドライバ３の
データ信号の出力をＯＦＦしても良いかについて実験的
検討を行った。
【０１４３】実験は、具体的には、ソースドライバ３か
らのデータ信号入力のタイミングを変えて表示品位を観
察した。
【０１４４】上記表示品位としては、明るさ及びコント
ラストについて評価した。
【０１４５】明るさ及びコントラストの測定方法は、図
９に示すように、液晶パネル１に対して、垂直方向から
３０度の角度で入射光レンズ２１により光を入射し、垂
直方向に設けた受光レンズ２２にて受光して明るさを測
定する方法で行った。また、測定に際しては、酸化マグ
ネシウムからなる白板を基準として行った。
【０１４６】さらに、コントラストは、明暗両状態の明
るさを測定した後、
コントラスト＝（明の明るさ）／（暗の明るさ）
により計算した。
【０１４７】一方、ソースドライバ３からのデータ信号
入力のタイミングとしては、１画素選択期間７０μ秒の
内、非出力時間が始点側と終点側とで当時間となるよう
に、開始から３５μ秒を中心として前後に当時間分を変
化させた。
【０１４８】この結果、ソースドライバ３からの出力時
間とコントラストとの関係は、図１０に示すように、ソ
ースドライバ３からの出力時間が略４０μ秒までは、コ
ントラストが略１０以下であるが、ソースドライバ３か
らの出力時間が略４０μ秒以上になるとソースドライバ
３からの出力時間が略５５μ秒までコントラストが直線
的に上昇し、ソースドライバ３からの出力時間が略５５
μ秒から７０μ秒までは、略コントラスト略３０の定常
状態となることが分かった。
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【０１４９】また、コントラストとして実用的な値は、
略１６程度以上であり、その結果、ソースドライバ３か
らの出力時間が、略４２μ秒以上であれば、好ましいこ
とが分かった。
【０１５０】したがって、１画素選択期間中におけるソ
ースドライバ３のデータ信号の出力期間は、１画素選択
期間中における６０％以上であれば良いことが確認でき
た。
【０１５１】また、この実験によって、１画素選択期間
内の始点及び終点を含むそれぞれ２０％以内で画素への
データ信号の入力開始及び終了を行ったときに、明る
さ、コントラストが良好であることがわかった。
【０１５２】〔実施例２〕本実施例２においては、１画
素選択期間内の始点側及び終点側のいずれの側を非出力
期間とすれば良いかについての実験的検討を行った。
【０１５３】すなわち、実験では、７０μ秒の１画素選
択期間内で２０μ秒のソースドライバ出力のタイミング
を変化させながらコントラストを測定した。
【０１５４】なお、この２０μ秒の値は、そのまま２０
μ秒／７０μ秒×１００≒３０％の消費電力とはならな
い。この理由は、消費電力を構成する要素には、例え
ば、ソースドライバ３、ゲートドライバ４、コモン電極
８及びコントローラ５等があり、これらの組み合わせに
よって消費電力が決定されるためである。
【０１５５】上記の実験の結果、図１１に示すように、
ソースドライバ３からのデータ信号出力終了点は、１画
素選択期間の終了点に近い方がコントラストが良いこと
が分かった。  すなわち、図１１に示すように、ソース
ドライバ３からのデータ信号出力終了点と１画素選択期
間の終了点との時間差が１４μ秒以内となっている場合
においてコントラストは約２３以上であり、良好な値と
なる。
【０１５６】このことから、１画素選択期間内の終点側
を非出力期間とすれば、良いということがわかった。
【０１５７】〔実施例３〕本実施例３においては、１画
素選択期間中において、ソースドライバ出力を２つに分
割して入力する場合について、１画素選択期間中におけ
るソースドライバ３からのデータ信号出力時間のタイミ
ングを変えて、コントラスト評価を行った。
【０１５８】実験は、ソースドライバ３からの信号出力
は、１画素選択期間中７０μ秒における第１のデータ信
号出力期間ｔ１と第２のデータ信号出力期間ｔ２は、い
ずれも１５μ秒とした。
【０１５９】そして、先ず、図７（ｂ）に示すように、
第１のデータ信号出力期間ｔ１の開始点とゲートドライ
バ４の出力０Ｎとのタイミングを一致させるとともに、
図７では記載していないが、第２のデータ信号出力期間
ｔ２の終了点とゲートドライバ４の出力ＯＦＦとの時間
差を変え、コントラストの評価を行った。
【０１６０】その結果、図１２に示すように、第２のデ
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ータ信号出力期間ｔ２の出力は、１画素選択期間の終了
点に近い方がコントラストが良好であることが分かっ
た。
【０１６１】次に、第１のデータ信号出力期間ｔ１の開
始点とゲートドライバ４の出力０Ｎとの時間差を増加さ
せるとともに、図７（ｂ）に示すように、第２のデータ
信号出力期間ｔ２の終了点とゲートドライバ４の出力Ｏ
ＦＦとは一致させて、コントラストの評価を行った。
【０１６２】その結果、やはり図１２と同様の結果が得
られた。すなわち、第１のデータ信号出力期間ｔ１の出
力は、より１画素選択期間の開始点に近い方がコントラ
ストが良好であることが分かった。
【０１６３】さらに、最初の第１のデータ信号出力期間
ｔ１の開始点と１画素選択期間の開始点との時間差が１
画素選択期間の２０％以内であるとともに、最後の第２
のデータ信号出力期間ｔ２の終了点と１画素選択期間の
終了点との時間差が１画素選択期間の２０％以内とすれ
ば良いことを確認した。
【０１６４】これによって、明るさ及びコントラストが
良好であり、低消費電力化を図る得ることが確認でき
た。
【０１６５】〔実施例４〕本実施例４においては、ソー
スバスライン６…が、前記ゲートバスライン７…及び対
向電極であるコモン電極８との間で形成する第１の電気
容量（ＣＳＣ）４１と、１つの画素が対向電極であるコ
モン電極８との間で形成する第２の電気容量（ＣＬＣ＋
ＣＳ）４２との関係を知るための実験を行った。
【０１６６】実験は、先ず、ソースドライバ３のソース
電圧として、５Ｖの電圧を１画素選択期間の５０％の時
間だけ印加し、その後、ソースドライバ３をハイインピ
ーダンス状態にし、信号出力をしないようにしたとき
の、第２の電気容量の電圧つまりドレイン電圧と、第２
の電気容量と第１の電気容量との比（以下、「容量比」
という）との関係について検討した。
【０１６７】その結果、ドレイン電圧は容量比によっ
て、図１３に示すように変化することが分かった。
【０１６８】すなわち、容量比が２０倍を下回った時
に、ドレイン電圧が低下し、コントラストの低下が起こ
ることが分かる。
【０１６９】次に、前記図８に示す等価回路において、
±５Ｖの矩形波を印加し、容量比を変化させた。
【０１７０】その結果、図１４に示すように、容量比を
減少させると次第にコントラストが低下してくることが
わかり、特に、容量比が２０倍を下回った時に、コント
ラストの低下が起こることが分かる。
【０１７１】また、このとき、実際の目視評価を行った
が、その結果、図１５に示すように、容量比が１５以下
では目視評価の結果が悪いが、容量比が２０以上では目
視評価の結果が良好であることが分かった。
【０１７２】この結果、容量比が２０倍を超える時、１
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画素選択期間内に、ソースドライバ３からデータ信号が
出力される期間と出力されない期間の両方が存在してい
ても良好なコントラスト・表示品位で表示することがで
きることが分かった。
【０１７３】
【発明の効果】本発明の液晶表示装置の駆動方法は、以
上のように、１画素選択期間中において、ソースドライ
バからのデータ信号が出力される期間と出力されない期
間との両方が存在している方法である。
【０１７４】それゆえ、１画素選択期間中の一部の期間
について、ソースドライバをハイインピーダンスにする
ことによって、トータルのソースドライバ動作時間を低
減することになり、ソースドライバの消費電力を低減す
ることができる。
【０１７５】したがって、低消費電力化を図り得る液晶
表示装置の駆動方法を提供することができるという効果
を奏する。
【０１７６】本発明の液晶表示装置の駆動方法は、以上
のように、上記記載の液晶表示装置の駆動方法におい
て、ソースドライバからのデータ信号出力は、１画素選
択期間における少なくとも後半に出力される方法であ
る。
【０１７７】それゆえ、ソースドライバからのデータ信
号出力後のソースドライバ非出力期間を短くして、画素
への印加電圧の低下を防止することができ、かつ表示品
質を確保することができるという効果を奏する。
【０１７８】本発明の液晶表示装置の駆動方法は、以上
のように、上記記載の液晶表示装置の駆動方法におい
て、ソースドライバからのデータ信号出力終了点と１画
素選択期間の終了点との時間差が１画素選択期間の０％
よりも大きくかつ２０％以下である方法である。
【０１７９】それゆえ、表示品質を確実に確保して低消
費電力化を図ることができるという効果を奏する。
【０１８０】本発明の液晶表示装置の駆動方法は、以上
のように、上記記載の液晶表示装置の駆動方法におい
て、ソースドライバからのデータ信号は、１画素選択期
間中において少なくとも２つ以上に分割して出力される
方法である。
【０１８１】それゆえ、最初のソースドライバ出力期間
がプリチャージとしての効果があるため、画素への充電
を補助するとともに、高速応答化も図ることができると
いう効果を奏する。
【０１８２】本発明の液晶表示装置の駆動方法は、以上
のように、上記記載の液晶表示装置の駆動方法におい
て、１画素選択期間中におけるソースドライバからのデ
ータ信号は、最初の第１のデータ信号出力期間と、最後
の第２のデータ信号出力期間との少なくとも２つの期間
に分割される一方、上記第１のデータ信号出力期間は１
画素選択期間中における前半に存在する一方、上記第２
のデータ信号出力期間は１画素選択期間中における後半
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に存在する方法である。
【０１８３】それゆえ、第１のデータ信号出力期間の開
始点と１画素選択期間の開始点との間のソースドライバ
非出力期間は、なるべく早く画素に書き込む必要がある
ため、できるだけ小さい方が良い。この点、第１のデー
タ信号出力期間は１画素選択期間中における前半に存在
することによって、この必要性を満たすことができる。
【０１８４】また、第２のデータ信号出力期間の終了点
と１画素選択期間の終了点との間のソースドライバ非出
力期間は、前述したように、画素への印加電圧が低下す
るためできるだけ小さい方が良い。この点、第２のデー
タ信号出力期間は１画素選択期間中における後半に存在
することによって、この必要性を満たすことができ、表
示品質を確保することができるという効果を奏する。
【０１８５】本発明の液晶表示装置の駆動方法は、以上
のように、上記記載の液晶表示装置の駆動方法におい
て、最初の第１のデータ信号出力期間の開始点と１画素
選択期間の開始点との時間差が１画素選択期間の２０％
以内であるとともに、最後の第２のデータ信号出力期間
の終了点と１画素選択期間の終了点との時間差が１画素
選択期間の２０％以内である方法である。
【０１８６】それゆえ、確実に、表示品質を確保して低
消費電力化を図ることができるという効果を奏する。
【０１８７】本発明の液晶表示装置の駆動方法は、以上
のように、上記記載の液晶表示装置の駆動方法におい
て、１画素選択期間であることを示す走査信号が供給さ
れるゲートバスライン及び画素の対向電極とソースバス
ラインとの間で形成する電気容量は、１つの画素が対向
電極との間で形成する電気容量の２０倍以上となってい
る方法である。
【０１８８】それゆえ、ソースドライバ非出力期間に放
電される電荷を補うことができ、表示品質の確保及び低
消費電力化を図ることができるという効果を奏する。
【０１８９】本発明の液晶表示装置の駆動方法は、以上
のように、上記記載の液晶表示装置の駆動方法におい
て、ソースドライバからデータ信号の出力は、アクティ
ブ素子を介して画素に出力される方法である。
【０１９０】それゆえ、アクティブ素子を採用する液晶
表示装置に対して低消費電力化を図ることができるとい
う効果を奏する。
【０１９１】本発明の液晶表示装置の駆動方法は、以上
のように、上記記載の液晶表示装置の駆動方法におい
て、アクティブ素子は薄膜トランジスタである方法であ
る。
【０１９２】それゆえ、アクティブ素子が薄膜トランジ
スタであるとすることによって、汎用性の高い液晶表示
装置の駆動方法において、低消費電力化を図ることがで
きるという効果を奏する。
【０１９３】本発明の携帯機器は、以上のように、上記
記載の液晶表示装置の駆動方法を使用するものである。
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【０１９４】それゆえ、低消費電力化を図ることがで
き、又は表示品質を確保して低消費電力化を図り得る携
帯機器を提供することができる。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明における液晶表示装置の駆動方法の実施
の一形態を示すものであり、（ａ）はゲートドライバ出
力を示すタイミングチャート、（ｂ）はソースドライバ
出力を示すタイミングチャート、（ｃ）はドレイン電圧
を示すタイミングチャートである。
【図２】上記液晶表示装置を示す概略構成図である。
【図３】上記液晶パネルの一画素を示す平面図である。
【図４】上記液晶パネルの構成を示す断面図である。
【図５】本発明における液晶表示装置の駆動方法の他の
実施の形態を示すものであり、（ａ）はゲートドライバ
出力を示すタイミングチャート、（ｂ）はソースドライ
バ出力を示すタイミングチャート、（ｃ）はドレイン電
圧を示すタイミングチャートである。
【図６】本発明における液晶表示装置の駆動方法のさら
に他の実施の形態を示すものであり、（ａ）はゲートド
ライバ出力を示すタイミングチャート、（ｂ）はソース
ドライバ出力を示すタイミングチャート、（ｃ）はドレ
イン電圧を示すタイミングチャートである。
【図７】上記液晶表示装置の駆動方法の変形例を示すも
のであり、（ａ）はゲートドライバ出力を示すタイミン
グチャート、（ｂ）はソースドライバ出力を示すタイミ
ングチャート、（ｃ）はドレイン電圧を示すタイミング
チャートである。
【図８】本発明における液晶表示装置の駆動方法のさら
に他の実施の形態を示すものであり、ソースバスライン
が、ゲートバスライン及び対向電極との間で形成する第
１の電気容量と、１つの画素が対向電極との間で形成す
る第２の電気容量とを示す等価回路図である。
【図９】液晶表示装置の駆動方法における明るさ及びコ
ントラストの測定方法を示す説明図である。
【図１０】液晶表示装置の駆動方法におけるソースドラ
イバからの出力時間とコントラストとの関係を示す説明
図である。
【図１１】液晶表示装置の駆動方法におけるソースドラ
イバ出力終了点と１画素選択期間終了点との時間差と、
コントラストとの関係を示す説明図である。
【図１２】液晶表示装置の駆動方法における第２の出力
の終了点と１画素選択期間終了点との時間差と、コント
ラストとの関係の測定結果を示す説明図である。
【図１３】液晶表示装置の駆動方法における容量比とド
レイン電圧との関係における測定結果を示す説明図であ
る。
【図１４】液晶表示装置の駆動方法における容量比とコ
ントラストとの関係における測定結果を示す説明図であ
る。
【図１５】液晶表示装置の駆動方法における容量比に対
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する目視評価結果を示す説明図である。
【符号の説明】
１    液晶パネル
３    ソースドライバ
４    ゲートドライバ
６    ソースバスライン
７    ゲートバスライン
８    コモン電極（対向電極）
１２    ＴＦＴ（薄膜トランジスタ、アクティブ素子）
１３    画素電極
１８    液晶層
４１    第１の電気容量〔ＣＳＣ〕（ゲートバスライン*
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*及び対向電極とソースバスラインとの間で形成する電気
容量）
４２    第２の電気容量〔ＣＬＣ＋ＣＳ〕（１つの画素
が対向電極との間で形成する電気容量）
Ｔ１  ソースドライバ非出力期間
Ｔ２  ソースドライバ非出力期間
Ｔ３  ソースドライバ出力期間
ｔ１  第１のデータ信号出力期間
ｔ２  第２のデータ信号出力期間
ｔ３  ソースドライバ非出力期間
ｔ４  ソースドライバ非出力期間
ｔ５  ソースドライバ非出力期間

【図１】 【図２】

【図３】

【図８】
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